
花いつぽい運動すすめて明るい郷土

真白なまゆ出荷

へ嵩

く　ハゴウず

町報

毫
黛
ゐ
、

も

箋

　9月4日、農協東郷支店て初秋蚕の”まゆ“の出荷か

行われました。

　養蚕農家の方々か丹精こめて作り出した、真宮な

”まゆ“が、出荷場に運ひこまれると、各養蚕者ことに

選別され、15勿袋につめられることに、待ち受けた輸

送用トラックに積みこまれていました。

　本年度の生産目標は58トンてすが、目標を上廻ると

のことでした。

　養蚕農家92戸

　桑園面積82ヘクタール

　生産目標58トン

昭和56年9月号第362号
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うつフつと霞める空に雲のみて

　　　ひとところ白く光りたるかな

　　　　　　　　　　　牧　水
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ぬゆへ　　ド
　　ξ
印玲
鑑11
証日｛

月
1
日
か
ら

印
鑑
証
明
制
度
の
改
正

　
十
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
と
証
明
の

方
法
が
か
わ
り
ま
す
．
．

　
現
在
登
録
し
て
い
る
人
も
、
新
し
く

登
録
す
る
人
も
、
切
り
替
え
と
登
録
の

手
続
き
を
早
や
目
に
済
ま
せ
て
く
だ
き

い
、《こういう印鑑は登録できません》

1
，

2
，

5
，

4
，

5
，

6
，

7
，

氏名、氏・名又は氏名の一部を組み合せたもの以外のもの

職業や雅号・資格等氏名以外の彫刻がしてあるもの

ゴム印、合成樹脂製印、その他変形しやすいもの

一辺の長き25ミリメートルの正方形より大きいもの

一辺の長さ8ミリメートルの正方形より小さいもの

印影が不鮮明なもの

そのほか、登録に不適当と認められるもの

早や目に

　　登録を！

切
り
替
え
と
登
録
の
手
続
き
方
法

手続きに来る人 持ってく　るもの お渡しするもの

現
套 本　　　　人

1，登録印鑑

且
録 印鑑登録証をお渡しします。

し

て
い
る 代　理　人

1，登録印鑑・代理人の印鑑（認印で可）

Q，代理権授与通知書
この登録証には、あなただけの

ﾔ号が記載してあります、

人

新
1，登録する印鑑

これから：よ、この登録証を提示

ｵなければ、印鑑証明の交付は

2，本人であることを確認できる資料 受けられません．

規 本　　　　人 運転免許証・官公署発行の写真付割印した身分証明、9｝ 大切に保管してください＝

恐
外国人登録証明書・保証人の保証書

旦 ※保証人は本町で印鑑登録をしている人に限ります．

録
この場‘，保証人の登録印鑑が必要です＝

す 　　　　　　　　　　　　　’P，登録する印鑑・代理人の印鑑（認印で可）

る
代　理　　人

2，代理権授与通知書

R，代理人申請の場合、確認のため照会書を

人 送ります。受け取ったら回答書に記入し
て下さい。

長
寿
を
祝
う

九
十
歳
以
上
を
表
敬
訪
問

　
い
ま
、
百
人
の
う
ち
九
人
が
因
十
五

歳
以
ヒ
刀
お
缶
、
寄
り
．
；
こ
れ
が
三
十

照
売
，
後
の
昭
和
九
十
年
に
は
十
八
人
と

、
一
借
に
増
え
る
と
予
測
き
れ
て
い
ま
す

　
三
十
四
年
後
に
六
十
五
歳
に
な
る
人

つ
ま
り
お
年
寄
り
の
仲
周
入
り
を
す
る

の
は
、
い
ま
働
㌧
・
・
盛
り
の
一
．
．
十
↓
歳
．

　
よ
く
、
．
．
一
わ
れ
る
」
局
齢
者
問
題
と
い
う

．
の
は
、
な
に
ゴ
」
お
孟
，
寄
り
．
だ
唾
∵
の
問
題

で
は
な
く
、
若
い
人
た
レ
？
の
や
が
て
直

直
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ

り
、
そ
し
｛
、
“
ド
．
会
翁
依

の
課
題
で
も
あ
る
の
で

す
．
、
．
．
．
．
P
』
．
．
」
噛
汐

　
司
し
寸
こ
、
　
り
．
、
〉
剣
罰
＼

　
D
日
一
冒
　
　
3
－
カ
ー
L
．
ノ

ロ
の
高
齢
化
は
諸
外
国

に
「
例
を
【
見
な
い
テ
ン
ポ

と
規
模
で
進
む
こ
と
も

あ
わ
井
。
て
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
・
．
つ
な
い
問

題
で
す
．
．

　
九
月
十
五
日
は
「
敬

老
の
日
t
で
し
た
が
、

町
　
．
・
も
九
十
歳
以
」
し
の

お
年
寄
り
を
た
ず
ね
、

木
村
町
長
み
ず
か
ら
、

お
祝
い
の
品
を
デ
ド
r
渡
し

ま
し
た

　
町
内
に
は
、
九
十
歳

以
ヒ
の
方
が
、
二
十
八

人
い
ま
す
が
、
最
高
齢

者
は
、
鶴
野
内
．
の
塩
月

リ
ウ
毒
デ
（
（
明
治
十
六
缶
－
八
目
は
一
．
日
脚

・
九
十
八
歳
）
で
す
．

　
最
近
目
が
不
自
由
な
の
で
、
仕
事
は

出
来
ま
井
．
「
ん
が
、
食
事
・
も
ほ
と
ん
ど
何

ん
で
量
」
た
べ
、
昼
食
と
タ
食
に
は
、
焼

封
を
湯
則
六
二
．
ば
い
つ
つ
や
っ
て
る
そ

う
で
す
　
夜
も
七
時
頃
に
は
宋
に
つ
・
二

身
傑
を
や
す
ル
る
そ
う
で
す
．
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の
だ

略記
青風

構
作代

の
，　一■■■

賢
ノ
ブ

三
幕
六
場

真
山
美
保
1
1
演
出

疾
風
怒
濤
の
幕
末
動
乱
期
を
舞
台
に
、

よ
う
に
突
っ
走
る
青
年
群
像
－
ー
ー
．

；
、
二
．
．
・
：
；
7
．
．
・
」
＝
・
．
．
■
乙
一
：
；
7
．
『
一
冒
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．
、

町青年団東郷

団劇

「新制作座」を招く

　
．
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．
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．
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．
．
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つ
む
じ
風
の

　
日
頃
か
ら
青
年
団
活
動
に
対
し
て
は

い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
い
た
だ
㍉
・
・
、
あ
り

が
と
う
ご
ギ
、
・
い
ま
す
．
、

　
こ
の
た
び
、
東
郷
町
青
年
団
で
は
、

東
京
よ
り
「
，
新
制
作
座
」
と
い
う
劇
団

を
迎
え
て
、
町
民
の
皆
様
に
演
劇
を
観

賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
計
画
を
い
た
し

ま
し
た
．
、

　
一
新
制
作
座
．
一
と
い
う
の
は
、
劇
作

家
で
あ
り
、
演
出
家
の
真
山
美
保
き
ん

を
中
心
に
〃
日
太
・
中
が
私
た
ち
の
劇
場

〃
と
し
て
、
創
立
以
来
三
十
年
を
誇
る

劇
団
で
す
．

　
東
郷
町
で
上
演
す
る
作
品
は
、
真
山

青
果
作
、
真
山
美
保
演
出
の
「
嵐
の
中

の
男
た
ち
』
と
い
う
桂
小
五
郎
・
高
杉

晋
作
た
ち
が
、
幕
末
動
乱
期
を
舞
台
に

つ
む
じ
風
の
よ
う
に
突
つ
走
る
青
年
群

像
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
上
演
時
間
も
、
二
時
間
四
こ
分
と
い

う
長
時
間
に
お
よ
ぶ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
演
劇
で
す
。
観
賞
す
る
機
会
も
少

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
へ
）
、
こ
の

機
会
に
ご
覧
く
だ
き
い
．
．

▽
期
日
　
昭
和
5
6
年
1
1
月
2
5
日
（
水
）

▽
上
演
時
間

　
1
回
　
午
後
1
時
～
3
時
4
0
分

　
2
回
午
後
7
時
～
9
時
4
0
分

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▽
入
場
料
　
　
一
般
　
二
、
○
●
C
円

　
　
　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
定
）

　
　
　
　
東
郷
町
青
年
団
協
議
会
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町

TA

研究大会

郷
P

東

おかあさんも勉強

　
東
郷
町
P
T
A
研
究
大
会
が
福
瀬
小

学
校
を
会
場
に
八
月
二
十
八
日
開
一
斗
、
、

れ
ま
し
た
、

　
「
．
，
心
の
難
か
な
　
子
ど
も
の
育
成
の

あ
り
万
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
学
校

P
T
A
会
員
一
五
．
）
名
が
参
加
し
て
、

熱
心
に
討
議
が
な
き
れ
ま
し
た
．

　
開
会
行
事
の
あ
と
、
福
瀬
小
学
校
P

T
A
会
長
の
新
名
正
幸
き
ん
か
ら
、
福

瀬
小
学
校
P
T
A
活
動
の
概
要
に
つ
い

て
の
発
表
、
そ
の
後
、
五
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
次
の
テ
ー
マ
ご
と
に
討
議

が
な
ふ
、
㌔
れ
ま
し
た
、
．

一
、
成
人
教
育
部

　
　
心
の
難
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
め

　
ゾ
、
、
す
学
習
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

　
か
、
二
、
生
活
補
導
部

　
　
望
ま
し
い
行
動
の
で
き
る
子
ど
も

　
の
育
成
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、
．

三
、
保
健
体
育
部

　
　
心
身
共
に
健
全
な
児
童
生
徒
の
育

　
成
と
会
員
の
仲
間
づ
く
り
を
ど
の
よ

　
う
に
し
た
ら
よ
い
か
．

四
、
W
ヂ
級
P
T
A

　
　
叫
、
）
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
生
か

　
す
学
級
P
T
A
の
あ
り
万
は
ど
う
あ

　
れ
ば
よ
い
か
。

五
、
学
校
と
家
庭
と
．
の
連
携

文
化
遺
産
の
旅
　
　
〔
2

　
　
石
塔

▽
庚
申
供
養
塔

　
庚
申
供
養
塔
は
室
町
時
代
後
期
に

建
て
る
こ
と
が
起
り
、
申
待
（
｝
・
㌔
る

ま
ち
）
と
も
猛
臼
か
れ
、
猿
の
信
仰
と

も
結
卵
、
）
つ
㌧
、
・
、
二
巴
時
代
に
は
腱
六

本
の
青
面
嘉
剛
（
し
よ
う
臼
，
」
ん
二
ん

こ
う
）
を
碑
に
刻
む
よ
う
に
な
一
・
た

倦
瓜
田
彦
・
入
神
へ
の
庫
～

想
か
ら
道
祖
神
と
も

習
合
し
て
境
の
神
と

も
見
．
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
．
、
多
く
は
村
の

辻
に
建
ガ
、
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
町
内
各
所
に
現
存

し
て
い
る
が
、
そ
の

　
　
児
童
、
生
徒
の
健
全
育
成
に
必
要

　
な
教
育
的
環
境
づ
く
り
は
ど
う
あ
れ

　
ば
よ
い
か
，

　
の
五
つ
の
テ
ー
マ
で
各
分
算
会
ご
と

に
提
案
が
な
ル
・
㌔
れ
、
各
分
科
会
と
も
、

身
近
な
我
が
子
の
問
　
題
、
地
域
の
問
題

我
が
家
の
問
題
な
ど
や
、
学
級
P
T
A

育
成
会
、
参
観
日
、
広
報
紙
の
問
題
な

ど
の
意
見
が
出
》
、
、
れ
、
二
時
間
に
わ
た

る
討
議
が
な
キ
、
・
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
西
郷
村
教
育
長
の
常

政
義
乏
き
ん
を
迎
え
て
「
子
ど
も
の
健

全
な
成
長
を
う
な
が
す
父
母
の
役
割
」

と
題
し
て
、
講
演
が
あ
り
、
熱
心
に
ズ

モ
を
と
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
．
、

中
で
も
迫
野
内
・
深
瀬
・
田
野
・
野

や
崎
の
唾
申
供
養
塔
に
は
、
青
面
余

影
像
が
刻
し
て
あ
り
い
つ
れ
も
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
嘩
申
の
歳
は
六
十
年
目
に
廻
エ
、

来
る
が
、
そ
の
歳
に
供
養
塔
を
建
て

る
匿
習
で
あ
る
が
、
昨
年
は
恰
も
庭

申
の
歳
に
あ
た
る
の
で
、
迫
野
内
に

は
悟
申
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
，

」
一

｝
牧
水
先
生
の
生
涯

　
　
牧
水
先
生
は
半
折
頒
布
の
揮
毫
の

膨
癖
賜
雑
雛
禦

　
に
旅
し
ま
し
た
．
．
こ
の
旅
行
中
現
在

　
本
町
の
姉
妹
町
で
あ
る
幕
別
町
（
当

　
時
は
登
別
）
の
温
泉
旅
、
黒
田
旅
館

　
に
宿
泊
し
ま
し
た
．
、
こ
の
旅
行
の
記

　
録
「
北
海
道
行
脚
日
宅
「
に
よ
る
と

　
一
，
十
月
十
八
日
、
こ
れ
は
ま
た
恐
る

　
べ
き
温
泉
宿
で
あ
一
・
た
，
宿
屋
全
体

　
が
一
種
の
廃
屋
じ
み
て
い
る
の
で
あ

　
る
．
壁
落
ち
柱
傾
き
わ
れ
等
の
通
さ

　
れ
た
八
畳
の
部
屋
は
八
畳
つ
つ
一
室

　
が
十
文
字
に
仕
切
ら
れ
た
中
の
「
室

　
な
の
だ
が
部
屋
と
部
尾
と
の
間
の
襖

　
が
す
べ
て
充
分
に
締
ま
ら
な
い
の
で

　
何
の
事
は
な
い
三
十
二
皆
敷
の
片
隅

　
に
坐
ら
せ
ら
れ
た
様
な
有
様
で
あ
っ

　
た
一
．
一
碧
と
し
て
顔
を
見
合
せ
て
い

　
る
と
こ
ろ
ヘ
ラ
ン
．
フ
が
点
き
れ
た
．
、

　
若
し
友
人
が
送
’
・
て
来
て
い
て
呉
れ

　
な
か
っ
た
ら
我
等
夫
婦
は
た
し
か
に

　
泣
き
出
し
た
に
相
違
な
い
、
．

　
　
せ
の
て
も
の
と
炭
火
を
山
の
様
に

　
お
こ
し
徳
利
三
、
四
本
つ
つ
を
取
り

　
寄
せ
お
き
自
ら
燗
し
つ
つ
相
酌
む
二

　
と
に
し
て
強
い
て
心
を
慰
め
た
、

　
　
十
月
十
九
日
辛
う
じ
て
一
、
二
枚

　
の
ガ
ラ
ス
戸
を
引
き
開
け
た
わ
た
し

6
、
，
ー
ー
「
ー
ー
．
】
一
亀
）
一
…
〔
・
車

一
～
一
．
～
～

は
む
し
ろ
呆
れ
な
が
ら
に
眼
を
見
張

っ
た
，
ッ
イ
其
処
の
庭
先
か
ら
驚
く

べ
き
林
が
起
っ
て
い
る
、
、
何
や
ら
の

老
木
の
立
ち
こ
ん
だ
荒
々
し
い
林
は

林
な
り
に
急
な
傾
斜
の
岡
と
な
り
、

岡
は
か
な
り
の
高
み
を
保
’
・
た
ま
ま

左
右
に
遠
く
打
ち
続
い
て
い
る
の
で

あ
る
．
．

　
こ
の
見
ご
と
な
林
は
い
ま
丁
度
紅

葉
の
盛
り
で
あ
っ
た
。
北
海
道
に
来

て
初
め
て
知
っ
た
木
の
桂
は
既
に
落

葉
し
た
大
き
な
幹
そ
れ
に
立
ち
混
つ

た
き
ま
ぎ
ま
の
老
樹
た
ち
は
黄
、
樺

淡
紅
、
真
紅
と
り
ど
り
の
色
を
含
ん

で
紅
葉
し
て
い
る
、
．

　
野
臥
林
に
見
入
っ
て
い
る
と
、
木

の
深
み
に
鳥
が
三
羽
、
五
羽
、
美
し

い
羽
根
を
見
せ
て
悠
々
と
遊
ん
で
い

る
．
．　
今
朝
早
々
に
二
の
宿
わ
逃
げ
出
き

う
と
妻
と
話
し
合
っ
た
私
は
二
の
林

を
見
て
私
．
の
考
え
は
消
え
て
、
朝
食

の
席
で
懇
々
と
し
て
細
君
に
転
宿
の

不
可
を
説
い
た
（
以
下
略
）

　
こ
の
温
泉
の
ほ
り
に
昭
和
二
十
二

年
に
…
．
幾
由
［
河
」
の
歌
碑
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
縁
と
な
り
、
昭

和
四
十
九
年
二
月
墓
別
町
と
本
町
が

姉
妹
町
の
盟
約
を
結
び
産
業
、
文
化

等
の
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
、

塩
　
月
　
儀
　
市

～
i
一
’
孟
・
～
一
L

，
、
，
㌧
．
・
■
・
　
監
く
，
◎
卜
．
ノ
し
．
’
9
．
：
．
’
・
‘
■
．
．
○
噂
イ
、
．
：
、
．
、
、
8
、
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第7回

子国崎宮

大暉暉作噸倉

創
る
喜
び
語
る
楽
し
さ

　
第
七
回
宮
瞬
県
子
ど
も
会
創
作
活
動

穴
会
が
、
八
月
二
十
五
日
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、
東
臼
杵
郡
南
部
の
七
町
村

か
ら
約
五
百
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
ま

し
た
．
．

　
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
、
日
る
膏
卵
、
）

・
語
る
楽
し
瀞
・
㌔
」
，
子
ど
も
の
豊
か
な

創
唾
旭
性
を
培
・
り
と
と
子
っ
に
、
ゲ
ル
ー
、
フ

に
よ
る
共
同
創
造
を
通
じ
て
助
け
合
い

の
心
を
養
い
、
お
年
寄
り
た
ち
の
思
い

出
話
を
聞
き
、
語
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
子
ど
も
会
に
対
す
．
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
も
ネ
プ
イ
と
し
て
い
ま

す
．
．　
当
日
は
、
技
術
指
導
者
と
し
て
本
町

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
二
十
八
入
が

協
力
し
、
・
入
勢
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま

れ
な
が
ら
、
竹
細
工
、
ワ
ラ
細
工
、
手

芸
な
ど
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

工細竹

ワラ細工

オ
ー

壬

一＝
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＝
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＝
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＝
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＝
≡
＝
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＝
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≡
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≡
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一
一
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＝
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［
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点

描

日

　
私
は
弟
が
二
人
い
て
三
人
で
よ
く
兄

弟
げ
ん
か
を
し
た
も
の
で
す
。
末
弟
が

中
の
弟
よ
り
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
、

私
は
末
弟
の
加
勢
に
廻
り
中
の
弟
を
や

っ
つ
け
て
い
ま
し
た
．
．

　
父
母
は
三
人
兄
弟
が
、
い
つ
も
け
ん

か
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し

た
．
．
長
兄
と
末
弟
が
組
ん
で
い
て
申
の

弟
を
い
じ
め
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い

ま
し
た
。

　
少
年
．
時
代
は
、
貧
し
い
家
庭
の
中
で

物
の
や
り
と
り
で
け
ん
か
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
．
．
成
人
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
進
ん
で
一
角
の
人
生
生
活
に
納
ま

っ
て
か
ら
は
、
兄
弟
と
い
う
も
の
は
い

い
も
の
だ
、
頼
り
に
な
る
も
の
だ
、
と

痛
感
し
た
こ
と
は
再
三
あ
り
ま
す
。

　
私
達
三
人
が
成
人
し
」
て
、
生
活
に
対

す
る
抵
抗
力
、
耐
久
力
、
根
性
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
貧
し
い
家
庭
生

活
の
中
で
、
兄
弟
げ
ん
か
を
し
な
が
ら

も
、
耐
乏
生
活
に
耐
え
て
来
た
二
と
が

あ
ず
か
っ
て
力
と
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
．

り
ま
し
よ
う
。

　
物
資
豊
か
な
現
代
社
会
に
生
を
受
け

た
青
少
年
に
気
力
が
無
い
、
根
性
が
無

い
、
抵
抗
力
に
乏
し
い
と
弓
．
口
わ
れ
る
時

私
達
の
少
年
時
代
を
当
て
は
め
る
事
は

」
得
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

兄
弟
げ
ん
か
は
、
今
も
昔
も
変
ら
な
い

面
が
あ
る
と
思
ま
す
。
け
ん
か
の
内
容

一
兄
弟
げ
ん
か
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
勿
論
ち
が
い
ま
す
が
、
例
へ
ば
テ
レ

ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
争
奮
戦
と
か
、
お
年

玉
の
わ
け
万
等
、
内
容
は
異
っ
て
い
て

も
兄
弟
姉
妹
が
、
自
分
の
主
張
や
欲
望

を
突
き
通
す
た
め
の
障
害
に
対
し
て
、

必
ず
衝
突
を
起
す
は
ず
で
す
。

　
そ
の
衝
突
が
即
ち
兄
弟
げ
ん
か
で
あ

り
ま
す
．
．
私
は
こ
の
少
年
時
代
の
兄
茱

げ
ん
か
は
、
生
活
の
一
面
で
あ
り
自
然

で
あ
り
、
将
来
の
人
生
生
活
の
素
地
力

と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
父
や
母

は
や
た
ら
と
こ
の
現
象
を
止
め
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
限
度
を
考
え
て

お
れ
ば
よ
い
い
の
で
す
．
一
兄
弟
げ
，
p
ん
か

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
世
の
中
と
い

う
も
の
は
自
分
の
思
う
様
に
な
ら
な
い

も
の
だ
」
と
か
「
兄
は
弟
に
ゆ
ず
ら
な

け
れ
ば
…
…
…
」
「
こ
こ
は
辛
馴
し
な

け
れ
ば
」
と
言
っ
た
こ
と
を
幼
少
の
時

よ
り
自
然
と
知
る
の
で
す
．
、
世
の
中
は

自
分
一
人
で
は
何
事
も
出
来
な
い
の
だ

ゆ
ず
り
合
い
、
こ
ら
え
る
と
か
の
大
切

な
社
会
道
を
知
る
の
で
す
。

　
コ
人
つ
子
」
　
∵
甘
え
づ
子
し
が
青

少
年
に
な
っ
て
、
世
の
そ
し
り
を
招
く

様
な
事
を
起
す
の
も
、
こ
の
幼
少
時
代

に
兄
茱
げ
ん
か
の
経
験
の
無
い
の
が
原

因
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
保
育
所
や
幼
稚
園
に
入
れ
る
こ
と
は

い
い
こ
と
で
す
．
、
集
団
生
活
を
通
し
て

わ
が
ま
ま
は
通
ら
な
い
、
ゆ
ず
り
合
い

の
心
、
抵
抗
力
等
の
こ
と
が
自
然
と
わ

か
っ
て
来
る
の
で
す
，

　
現
代
若
夫
婦
が
、
子
ど
も
を
沢
山
産

ま
な
い
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
．
〕

　
将
来
の
日
本
民
族
の
発
展
の
た
め
に

も
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
．
．

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員
　
都
甲
鶴
男
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凸
I
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こ
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白
ろ
う
病

　
林
業
労
働
者
健
康
診
断

　
林
業
労
働
者
の
特
殊
健
康
（
白
ろ
う

病
）
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
林
業
労
働
者
の
約
半
数
が
い
ま
だ
に

受
診
き
れ
な
い
ま
ま
作
業
を
続
行
き
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
、
振
動
機
械
使
用
労

働
者
は
全
員
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が
、
白
ろ
う

病
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。

▽
受
診
希
望
者
は
、
1
0
月
末
　
ま
で
に

　
東
郷
町
役
場
農
林
課
に
受
診
料
を
添

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
1
1
月
2
5
日
・
％
日

▽
会
　
場
　
西
郷
村
ニ
ユ
ー
ホ
！
ブ
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

▽
受
診
料
　
三
、
C
O
O
円

　
（
健
診
費
用
は
一
人
当
り
八
干
円
で

　
　
す
が
、
県
補
助
金
五
千
円
が
あ
り

　
　
ま
す
の
で
、
受
診
者
負
担
は
三
干

　
　
円
で
す
。
）

▽
診
療
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
※
午
前
8
時
5
0
分
～
9
時
5
0
分
ま
で

　
　
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
本
年
度
は
、
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

う
て
以
来
、
三
五
回
目
を
迎
え
、
皆
様

の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
か
ら
完
全
参
加
と
平
等
を
テ
ー

マ
の
国
際
障
害
者
年
、
又
今
後
移
行
し

て
参
り
ま
す
高
二
化
社
会
に
向
っ
て
、

最
近
叫
け
ば
れ
て
い
る
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
に

公
の
施
策
に
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
地
域
福
祉
を
進
め
る
た

め
に
尊
い
財
源
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
住
民
自
ら
福
祉
へ
の
参
加

助
け
あ
い
精
神
の
も
と
善
意
あ
る
参

加
に
よ
り
地
域
福
祉
の
尚
一
層
の
充
実

を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
本
年
度

は
十
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
な
募
金
計

画
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
昭
和
五
十
六
年
度
募
金
目
標
額
は

　
　
　
九
一
八
、
◎
○
○
円
で
す
。

二
、
町
福
祈
事
業
の
た
め
に
次
の
よ
う

　
　
な
配
分
計
画
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ω
ね
た
き
り
老
人
な
ど
地
域
福
祉
を

　
．
高
め
る
た
め
に

　
　
三
六
五
、
○
こ
（
、
Ψ
円

　
㈲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
福
祉
団
体
の

　
　
活
動
費
に

　
　
三
一
〇
、
○
（
．
．
〕
●
円

　
㈲
資
材
な
ど
運
動
を
進
め
る
た
め
に

　
　
　
二
三
、
○
◎
○
円

　
ω
県
内
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

　
　
二
二
〇
、
○
○
●
円

　
官
公
署
に
提
出
す
る

　
書
類
は
”
行
政
書
士
へ
”

　
行
政
書
士
は
、
県
庁
・
市
町
村
役
場

。
警
察
署
・
保
健
所
等
の
官
公
庁
に
対

し
て
提
出
す
る
書
類
を
み
な
さ
ん
に
代

っ
て
書
類
を
作
成
し
、
提
出
代
行
、
相

談
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
行
政
書
士
の
資
格
を
持
た
な

い
者
（
非
行
政
書
士
）
が
書
類
等
を
作

成
し
て
法
外
な
作
成
料
を
取
る
「
も
ぐ

り
」
の
業
者
が
い
ま
す
。

　
特
に
交
通
事
故
な
ど
で
、
示
談
、
保

険
金
の
請
求
に
多
額
の
金
額
を
要
求
き

れ
た
事
実
は
幾
多
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
お
1
1
め

に
も
、
資
格
を
有
し
、
県
知
事
認
可
の

報
酬
で
、
安
心
し
て
依
頼
で
き
る
行
政

書
士
が
町
内
に
も
事
務
所
を
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
資
格
を
持
た
な
い
者
が
業
務
を
行
う

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
日
向
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
書
士
会

行
政
相
談

　
行
政
相
談
と
は
、
国
民
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
要
望
等
の
申
出
に
応

じ
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
解
消
や
実
現

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
行
政
運
営

の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
業
務
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
町
に
お
い
て

も
毎
月
相
談
日
を
設
け
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。
特
に
十
月
は
十
　
日
か
ら

二
十
日
ま
で
全
国
一
斉
の
相
談
週
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
左
記
に

よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す
．
．
気
軽
に
お
い

で
く
だ
き
い
。

　
　
　
記

一
巡
回
相
談

　
凶
日
時
　
十
月
十
五
日

　
　
　
　
　
十
時
～
十
五
時

　
＠
場
所
　
福
瀬
…
公
民
館

二
定
例
相
談

　
㈲
日
時
　
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
九
時
～
十
五
時

　
㈲
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
山
　
口
　
俊
　
一

◎
御
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
六
年
八
月
十
八
日
か
ら
九
月

十
七
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
寺
迫
の
高
岡
政
数
さ
ん
か
ら

　
（
黒
木
里
治
さ
ん
八
十
三
才
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
松
岡
元
さ
ん
か
ら

　
（
ソ
ノ
き
ん
八
十
五
才
ご
死
去
）

▽
寺
追
の
黒
木
コ
マ
き
ん
か
ら

　
（
新
太
郎
さ
ん
八
十
才
ご
死
去
）

◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
相
談
で
き
る
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
　
十
月
二
十
日
　
第
三
火
曜
日

時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
后
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
　
7
月
野
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
交
の
名

酒赤金岩橋前川

井松丸田口田越

貴奈由賢恵寿涼

重々美彦子一子
佳竹貞政　稲和
　　次　泉
紀春郎詞　美夫
福寺坪福小迫福
　　　　野野
瀬迫谷瀬田内瀬

結
婚
お
め
で
と
う

更新　稲山

氏

原名　田本

竹宣　和靖

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

橋川田

口村斐帰

一一一・ ﾜちのうごき一一

名

　
．
住
所
．

夫
一
福
　
瀬

　
一美
．
呼
野
内

子成　代人

福福脂足住
瀬瀬濡所

客
　
　
「
半
球
齢
ト
住
所
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

正
　
一
　
　
7
3
　
．
鶴
野
困

美
代
子
　
　
5
4
　
一
福
　
瀬

サ
　
ク
　
8
5
　
．
小
野
田

　
　
　
　
　
　
一
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